










































































設立の動機・経過・目標

①若年妊娠・人工妊娠中絶を減らし防ぐには、やはり性教育の一語につきる。幼児期の家

庭での性教育を初めとし、幼稚園・小学・中学・高校(文部省)一貫した教育を基本に側面

からの援助が必要であり、援助者の知識獲得の場が必要である。

②実際に悩んでいる青少年たちに、正しい知識を得る場、悩みを聞いてもらう場、利用で

きる機関を知らせたい。青少年たちを支えようと悩んでいる人達に、いろいろな情報を知

らせたい。まだ必要ないと眠っている人を呼び起こし、現実を知って備えて欲しい。


